
町の世帯と人口（5月１日現在・住民基本台帳）（ ）の数字は前月比

● 世帯数　10,560世帯  (+39)
● 人口　　24,428人　  (+10)
　男 12,161人（-3）

　女 12,267人（+13）

出生　　　10人 (+  5)
死亡　　　32人 ( -13)
転入　 　133人 (+  5)
転出　　 105人 (-50)
その他　　  4人 

赤ちゃん赤ちゃん赤ちゃんこんに
ちは

すくすく育ってくれる親孝行な娘です！
光穂ちゃんは…

みつ      ほ

松 倉 光 穂ちゃん

令和３年１２月生まれ

「
フ
レ
ー
！
フ
レ
ー
！
あ
・
か
・

ぐ
・
み
！
」
近
く
の
小
学
校
か
ら
元
気

な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
も
う
す
ぐ

運
動
会
。
練
習
に
も
力
が
入
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
▼
私
が
通
っ
て
い
た
小
学

校
は
全
校
生
徒
が
１
０
０
人
に
満
た
な

い
学
校
で
し
た
。
運
動
会
に
は
家
族
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
人
た
ち
も
観
戦
に

訪
れ
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

屋
台
が
１
件
だ
け
出
て
い
て
、
お
昼
休

み
に
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ダ
を
買
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
が
、
最
高
の
ご
褒
美
だ
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
▼
演
目
の
一
つ

に
鼓
笛
隊
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
小

太
鼓
の
タ
カ
タ
カ
タ
ン
！
と
小
気
味
良

く
バ
チ
で
演
奏
す
る
姿
が
か
っ
こ
い
い

と
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

演
奏
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
大
勢
の
人
た
ち
と
作
り
上
げ
た
運

動
会
は
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
、
今
も

心
に
残
っ
て
い
ま
す
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
ま
ん
延
し
て
以
降
、

中
止
が
相
次
い
だ
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
が
、
開
催
方
法
を
工
夫
し
、
再
開

す
る
も
の
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
マ
ス

ク
着
用
に
関
し
て
は
、
「
引
き
続
き
基

本
的
な
感
染
防
止
策
と
し
て
重
要
」
と

し
な
が
ら
も
、
「
屋
内
で
あ
っ
て
も
十

分
な
換
気
な
ど
感
染
防
止
対
策
を
講
じ

て
い
る
場
合
は
着
用
の
必
要
な
し
」
と

す
る
な
ど
対
策
の
方
法
が
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
場
面
に
応
じ
た

対
策
が
広
が
り
、
行
事
な
ど
が
再
開
さ

れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ

ん
の
経
験
と
思
い
出
を
作
る
機
会
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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か
っ
こ
う

６
月
号
は
芦
野
出
身
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
・
政
治
家
で
あ
る
神
田

正
雄
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

正
雄
は
、
明
治
12
年
神
田
貞
の

次
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
神

田
家
は
交
代
寄
合
旗
本
芦
野
氏
の

家
老
を
勤
め
た
家
で
、
父
貞
は
明

治
維
新
後
、
芦
野
亮
道
館
で
教
壇

に
立
ち
、
芦
野
宿
・
大
田
原
宿
の

戸
長
も
務
め
ま
し
た
。
ま
た
兄
孝

一
は
、
工
場
管
理
学
者
と
し
て
慶

応
大
学
講
師
な
ど
を
歴
任
し
て
い

ま
す
。

正
雄
は
、
芦
野
尋
常
小
学
校
、

宮
城
農
学
校
、
東
京
専
門
学
校

（
現
・
早
稲
田
大
学
）
を
卒
業
す

る
と
、
明
治
35
年
、
清
国
四
川
省

重
慶
府
に
招
か
れ
教
育
顧
問
兼
教

習
に
就
き
、
同
38
年
に
は
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
に
留
学
し
ま
し
た
。

明
治
41
年
に
帰
国
す
る
と
、
東

京
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
、
東

京
・
大
阪
両
朝
日
新
聞
社
の
特
派

5

員
と
し
て
、
10
年
間
北
京
で
勤
務

し
ま
し
た
。
大
正
６
年
、
帰
国
し

本
社
勤
務
と
な
る
と
政
治
部
長
・

外
報
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
大
正

12
年
に
は
緒
方
竹
虎
（
後
の
吉
田

内
閣
官
房
長
官
）
・
美
土
路
昌
一

（
後
の
全
日
空
初
代
社
長
）
ら
と

編
集
委
員
と
し
て
実
質
的
に
局
長

を
務
め
ま
し
た
。

正
雄
は
、
大
正
13
年
、
第
15
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
栃
木
３
区

（
芳
賀
郡
）
か
ら
立
候
補
し
初
当

選
し
ま
し
た
。
以
後
憲
政
会
・
立

憲
民
政
党
の
議
員
と
し
て
昭
和
５

年
ま
で
務
め
、
農
政
問
題
や
中
国

問
題
に
尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
立

候
補
の
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て

次
の
逸
話
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
正
13
年
の
選
挙
戦
の
際
、
当
時

朝
日
新
聞
の
同
僚
で
あ
っ
た
民
俗

学
者
柳
田
國
男
が
正
雄
の
応
援
演

説
を
行
い
ま
し
た
。
柳
田
は
『
故

郷
七
十
年
拾
遺
』
の
中
で
正
雄
の

応
援
演
説
は
「
大
変
反
響
が
良

か
っ
た
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
柳

田
の
生
涯
で
応
援
演
説
を
し
た
の

は
、
神
田
正
雄
と
内
ヶ
崎
作
三
郎

の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
貴
重
な
出

来
事
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

昭
和
に
入
る
と
正
雄
は
著
述
業

に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
昭
和
２
年
、

南
洋
・
南
米
事
情
の
普
及
を
目
的

に
海
外
社
を
創
立
し
、
月
刊
誌

「
海
外
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。
ま

た
戦
中
〜
戦
後
に
か
け
て
は
ア
ジ

ア
や
中
国
に
関
す
る
著
述
や
講
演

を
行
い
、
国
内
き
っ
て
の
論
客
と

し
て
晩
年
ま
で
活
躍
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

那
須
歴
史
探
訪
館
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神田正雄
(1879-1961)

vol.06

那
須
町
と

近
現
代
の
人
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那須の歴史

再発見!

記念写真（大正15年・下段一番右が神田正雄）

「こんにちは赤ちゃん」コーナーの写真を随時
募集しています。
詳しくは総務課広報広聴係（☎72-6901）まで。
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い


